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左
の
表
を
見
て
も
ら
え
ば
わ
か

る
よ
う
に
、
村
内
の
燃
や
せ
る
ご

み
の
回
収
量
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
平
成
８
年
度
に
は
、
家
庭

用
焼
却
炉
の
あ
っ
せ
ん
・
生
ご
み

の
有
料
化
な
ど
の
影
響
も
あ
り
搬

出
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
後
は
年
々
増
加
。
特
に
平
成

13
年
度
に
廃
棄
物
処
理
法
が
改
正

さ
れ
、
野
焼
き
が
禁
止
に
な
っ
て

か
ら
は
、
大
幅
に
搬
出
量
が
増
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
袋
と
し
て
主
に
使

用
さ
れ
て
い
る
市
販
の
ポ
リ
袋
や

肥
料
袋
な
ど
は
中
身
が
見
え
に
く

い
た
め
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
資
源

ご
み
が
混
じ
っ
て
し
ま
い
、
燃
や

せ
る
ご
み
が
増
え
る
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
村
で

は
新
た
に
指
定
ご
み
袋
を
作
成
し

４
月
か
ら
有
料
で
販
売
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
作
成
さ
れ
る
ご
み
袋

は
、
『
燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
』

と
『
燃
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
』

の
２
種
類
。
燃
や
せ
る
ご
み
用
は

カ
ラ
ス
対
策
の
た
め
黄
色
（
半
透

明
）
の
袋
に
黒
文
字
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
用
は
透
明
の
袋
に
赤
文
字

で
、
ど
ち
ら
も
中
身
が
見
え
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
ま

で
使
用
し
て
い
た
『
生
ご
み
専
用

袋
』
も
、『
燃
や
せ
る
ご
み
専
用

袋
』
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

ご
み
有
料
化
の
主
な
目
的
は
、

分
別
の
推
進
に
よ
り
資
源
を
回
収

す
る
こ
と
と
、
ご
み
の
量
を
減
ら

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ご
み
収
集

を
有
料
化
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の

分
別
の
徹
底
が
進
み
減
量
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
排
出

量
に
応
じ
た
、
費
用
負
担
の
公
平

化
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
み
に
対
す
る
関

心
を
深
め
、『
ご
み
は
捨
て
る
も

の
』
と
い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４
月
１
日
か
ら
ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
生
ご
み
以
外
の
燃
や
せ
る
ご
み
は
指
定
の
袋
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
異
な
る
ご
み
袋
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
専
用
袋
を
村
内
の
指

定
取
扱
店
で
購
入
し
、
搬
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
『
ご
み
袋
』
が
変
わ
り
ま
す

ご
み
有
料
化
の
目
的

増
え
続
け
る
ご
み

村
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る

『
生
ご
み
』
の
減
量
と
生
活
環
境
の

向
上
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機

購
入
に
補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
で
購
入
し
て
も
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
補
助
金
の
額

購
入
額
の
１
／
２

（
た
だ
し
、
２
万
円
を
限
度
と
す
る
）

▼
補
助
対
象
機
種

電
気
処
理
式
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
Ｅ
Ｍ
容
器

▼
補
助
対
象
者

村
内
在
住
者
で
、

住
所
地
で
使
用
す
る
場
合

※
購
入
後
２
か
月
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
又
は
、
事
業
系
で
使
用
す

る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

申
請
手
続
き
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
産
業
課
産
業

振
興
係
（
1
２
４
―
５
１
１
１
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
』

▲新しいごみ袋



3

４月から

障害福祉サービスが変わります
◎障害者の福祉制度を「一元化」
３障害(身体・知的・精神)の福祉サービスを統一の制度にすることで制度間の格差を解消し、サービスの実施主体を

村とします。

◎障害者がもっと「働ける社会に」
障害のある人がもっと働ける社会にするため、新たな就労支援事業を創設し、雇用対策との連携を図ります。

◎地域の限られた社会資源を活用できるよう「規制緩和」
障害種別ごとに複雑だった施設や事業体系を再編し、規制緩和を進め利用者本位のサービス向上を図ります。

◎手続きや基準の透明化、明確化
障害程度区分を導入して手続きや基準を明確にし、審査会における意見聴取でより透明性を高めます。

◎費用をみんなで負担し支え合う仕組みの強化
利用者もサービス相応の費用を負担し、みんなで支える仕組みを確立します。

◎障害福祉サービスの負担の見直し
・所得に応じた負担から、利用するサービス量に応じた定率負担に変わります。

・法の体系により異なっていた負担のしくみが統一されます。

・食費や光熱費は、居宅利用者と同様に負担することになります。

◎利用者負担の月額上限を設定
原則として、費用の１割負担になります
負担が高額にならないよう、所得区分ごとに負担金額の上限を設定します（別表２）。

◎定率負担分の措置
・入所者などに対する定率負担の個別減免
入所施設やグループホームの利用者に対して、預貯金が350万円以下で一定の要件以外の不動産を有していない場合。

・高額障害福祉サービス
世帯で負担した利用者負担額を合算した場合や利用者負担額と介護保険の利用者負担額の合計額が、世帯の負担上限
月額を超えた場合に、その超過部分を支給します。

・生活保護減免
定率負担を負担すると生活保護の適用対象となる場合に、生活保護の適用対象でなくなるまで月額負担上限を引き下
げます。

◎実費負担の措置
・入所施設における補足給付
収入との比較により、食費・光熱水費の負担軽減を図ります。
20歳以上の場合、障害者本人の手元に２万５千円が残るよう
にし、不足した実費負担額は村が負担します。

・通所施設、ショートステイ、デイサービスにおける
食費負担軽減措置
生活保護、低所得１、低所得２に該当する利用者に対し、食費
のうち人件費相当額を支給します。

サービス内容など詳しいことは、役場保健福祉課（1２４－５１１１）までお問い合わせください。

施設に入所している場合 グループホームを　通所・ホームヘルプ
利用している場合　サービスを使う場合

内容
人的　 食費・ 医療費・ 人的　 食費・ 人的　　 食費など
サービス 光熱水費 日常生活費 サービス 光熱水費 サービス　

定率負担 実費負担 実費負担 定率負担 定率負担 実費負担負担 （減免有）（減免有）（医療費は（減免有）実費負担 （減免有）（減免有）健康保険）

表１　費用負担

新しい制度のポイント新しい制度のポイント新しい制度のポイント新しい制度のポイント新しい制度のポイント新しい制度のポイント新しい制度のポイント新しい制度のポイント新しい制度のポイント

利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み利用者負担の仕組み

負担軽減措置について負担軽減措置について負担軽減措置について負担軽減措置について負担軽減措置について負担軽減措置について負担軽減措置について負担軽減措置について負担軽減措置について

表２　所得段階ごとの負担額の上限設定

区　分　　　　区 分 の 説 明 負担上限月額

生活保護　生活保護世帯に属する人　　　　 0円

市民税非課税世帯であって、
低所得１　障害者または障害児の保護者 15,000円

の収入が80万円以下の人

低所得２　市民税非課税世帯に属する人 24,600円
一　　般　市民税課税世帯に属する人　 37,200円
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介護サービスを利用するには
介護サービスを利用するためには、村に申請して「介護や支援が必要である」と認定されることが必要です。

サービスを利用するまでの手続きの流れは以下のようになっています。

◎介護サービス

・自宅への訪問により行うサービス（訪問介護など）
・医師の指導による助言や管理（居宅療養管理指導など）
・在宅での暮らしを支えるサービス（特定福祉用具の購入など）
・施設に通ったり、短期間施設に宿泊するサービス（通所介護、短期入所生活介護など）
・施設に入って利用する居宅サービス（特定施設入所者生活介護）
・必要な介護状態に併せて施設に入所し受けるサービス（介護老人福祉施設など）

要介護１～５の人…介護保険による介護サービス

・日常生活の手助けや自宅でのリハビリを行うサービス（介護予防訪問介護など）
・医師の指導による助言や管理（介護予防居宅療養管理指導など）
・在宅での暮らしを支えるサービス（特定介護予防福祉用具の購入など）
・施設に通ったり、短期間施設に宿泊するサービス（介護予防通所介護、介護予防短期入所生活介護など）
・施設に入って利用するサービス（介護予防特定施設入所者生活介護）

要支援１・２の人…介護保険による介護予防サービス

・運動器の機能向上…有酸素運動、筋力トレーニングなど
・栄養改善…栄養相談、栄養教育など
・口腔機能の向上…口腔機能向上訓練、摂食・えん下機能訓訓練など

非該当の人…地域支援事業による介護予防サービス

※地域支援事業とは…介護保険の対象になっていないが生活機能が低下している高齢者などを対象に、早い段階
から介護予防のプログラムを提供し、いつまでも健康に暮らしていただくために行います。

①申請 役場保健福祉課窓口に「要介護認定」を申請

②訪問調査 心身の状況を調べるために、本人や家族に聞き取り調査を実施

③介護認定審査会 訪問調査の結果と医師の意見書をもとに専門家が審査し、要介護度区分を認定

④認定結果の通知 申請から30日以内に役場から認定結果が通知

⑤ケアプランの作成 サービスの利用に関するケアプランや介護予防ケアプランを作成

⑥サービスの利用

※３月までは「要支援」「要介護１～５」の６段階で判定されていますが、４月
からは７段階になります。要介護者は、判定された区分に基づき様々なサー
ビスが受けられます。

利用できる介護サービス

要介護度区分



5

介護保険が変わります
介護保険は、公費と40歳以上の皆さんに納めていただく保険料を財源に運営

されています。

40歳から64歳の人の保険料額は、加入している医療保険（国民健康保険、職

場の医療保険など）の算定方法により決められ、医療保険料と一括して納めます。

65歳以上の人の保険料額は、下記の計算式により基準額が決められ、その基

準額をもとに所得段階別の保険料が決められます。４月からは、所得が低い人の

負担能力によりきめ細かく対応できるよう保険料段階が５段階から６段階に見直

されます。

地域包括支援センターは、高齢者の生活を総合的に支援する地域介護の中核拠点です。
保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーが中心となり、地域の高齢者のさまざま

な相談に対応します。
例えば…
●介護予防事業のマネジメント
●介護保険外のサービスを含む、高齢者や家族に対する総合的な相談・支援
●被保険者に対する虐待の防止、早期発見などの権利擁護事業
●支援困難ケースへの対応など、ケアマネージャーへの支援
などの事業を行います。

介護サービスを利用した場合の利用者負担は、通常はかかった費用の１割ですが、保険料を滞納していると
滞納期間に応じて次のような措置がとられます。

●費用の全額をいったん利用者が負担し、申請により後で現金給付が受けられるようになります。
●費用の全額を利用者が負担し、申請後も保険給付の一部、または全部が一時的に差し止めとなったり、滞納
していた保険料と相殺されます。

●サービスを利用するときに、未納期間に応じて利用者負担が３割に引き上げられたり、高額介護サービス費
が受けられなくなります。

保険料を滞納しているとどうなるの？

基準額月額（3,342円）に所得段階別の割合を掛けた金額が65歳以上の皆さんが支払う保険料です。
基準額は、昭和村で必要な介護サービス費の総額がまかなえるように３年ごとに見直されます。

あなたの新しい所得段階は？

◎介護保険料

保険料の負担割合

◎65歳以上の人(第１号被保険者)
の保険料基準額が見直されます。 基準額（月額）＝３,３４２円

地域包括支援センターが役場内にできます



お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
高
齢
者
転
倒
予
防

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
が
２
月
21
日
、
村
公
民
館
大

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
眞
下

郁
男
会
長
）
の
支
部
役
員
ら
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
の
継

続
を
目
的
に
、
手
軽
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

や
転
ば
な
い
た
め
の
知
恵
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
開
か
れ
た
も
の
。
群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学

科
の
浅
川
康
吉
助
手
を
講
師
に
招
い
て
数
種
類

の
運
動
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
浅
川
さ
ん
か
ら
「
必
要
な
の
は
、

立
っ
た
り
、
物
を
拾
っ
た
り
と
い
っ
た
生
活
に

関
わ
る
動
作
を
楽
に
す
る
運
動
で
す
。
筋
力
が

衰
え
て
か
ら
で
は
な
く
、
元
気
な
う
ち
か
ら
衰

え
さ
せ
な
い
た
め
に
運
動
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
お
よ
そ
30
分
ほ
ど
の
運
動
が
終
了

す
る
と
、「
い
つ
も
動
か
さ
な
い
筋
肉
を
つ
か

っ
た
」
と
の
声
も
あ
が
り
、
簡
単
な
運
動
で
も

効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
平
成
18

年
度
か
ら
は
、
同
会
各
支
部
ご
と
に
こ
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
２
月
25
日
、
生

涯
学
習
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
高
砂
・
ひ
ま
わ
り
大
学
生

や
し
ょ
う
わ
子
ど
も
教
室
関
係
者
な
ど
お
よ
そ

290
人
。

開
会
行
事
の
後
、
し
ょ
う
わ
子
ど
も
教
室
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
阿
部
み
つ
さ
ん
（
中
野
）

が
、
村
内
の
３
小
学
校
で
の
活
動
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、
タ
レ
ン

ト
の
島
田
洋
七
さ
ん
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
今

の
俺
」
と
題
し
て
講
演
。
島
田
さ
ん
が
少
年
時

代
に
預
け
ら
れ
て
い
た
佐
賀
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
の
思
い
出
話
を
す
る
と
参
加
者
た
ち
は
大
爆

笑
。
会
場
内
に
は
大
き
な
笑
い
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

講
演
の
中
で
島
田
さ
ん
は
、「
家
が
貧
乏
で

も
金
持
ち
で
も
そ
ん

な
こ
と
は
関
係
な

い
。
大
事
な
の
は
自

分
が
が
ん
ば
れ
る
か

ど
う
か
で
す
」
と
参

加
者
た
ち
に
語
り
か

け
て
い
ま
し
た
。

6

１
月
〜
２
月

若
妻
会
が
社
会
福
祉
協

議
会
に
３
万
円
を
寄
附
　

村
若
妻
会
連
絡
協
議
会
（
星

野
幸
子
会
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
３
万
円

を
寄
附
し
ま
し
た
。

寄
附
し
た
お
金
は
、
村
文
化

祭
で
行
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
の
売
上
金
の
一
部
で
す
。

同
会
で
は
「
村
の
福
祉
の
た

め
に
」
と
、
昭
和
63
年
か
ら
毎

年
こ
の
寄
附
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
18
回
目
。

寄
附
を
受
け
取
っ
た
高
橋
社

会
福
祉
協
議
会
長
は
「
村
の
福

祉
の
た
め
に
、
大
切
に
使
わ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

寄附金をわたす星野さん

真剣な表情で体操

生
涯
学
習
大
会
で
島
田
洋
七
さ
ん
が
講
演

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
転
倒
予
防

ほぼ満席の会場内

来場者に語りかける島田さん
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昭
和
村
産
業
青
年
海
外
派
遣
事
業
が
１
月
20

日
か
ら
25
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
産
業
青
年
を
海
外
に
派
遣
す

る
こ
と
で
、
国
際
的
視
野
を
持
ち
、
社
会
人
と

し
て
質
の
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
青
年
を
育

成
す
る
こ
と
が
目
的
。
村
独
自
の
事
業
と
し
て

２
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
大
竹
弘
子
さ
ん

（
赤
谷
）、
角
田
智
枝
子
さ
ん
（
赤
谷
）、
竹
之

内
華
子
さ
ん
（
伏
田
）
、
片
柳
美
智
子
さ
ん

（
中
野
上
）、
の
４
人
で
す
。

１
日
目
・
２
日
目
、
一
行
は
世
界
自
然
遺
産

の
「
ウ
ル
ル
・
カ
タ
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
」
を
視

察
。
世
界
最
大
級
の
単
一
の
岩
石
で
先
住
民
族

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
聖
地
で
も
あ
る
〝
ウ
ル
ル

（
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
〞
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
３
日
目
も
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
グ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ア
・
リ
ー
フ
を
見
学

し
ま
し
た
。

４
日
目
の
午
後
は
、
ア
サ
ー
ト
ン
高
原
の
農

業
地
帯
と
農
産
物
直
売
所
を
視
察
。
大
型
機
械

に
よ
る
大
規
模
栽
培
、
農
産
物
の
直
売
状
況
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

アサートンの農産物直売所を視察

第
13
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
カ
ッ
プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
が
東
京

都
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
、
カ
デ
女
子
サ
ー
ブ
ル
部
門
で
入
沢

の
飯
塚
早
紀
さ
ん
（
高
崎
商
科
大
学
附
属
高

校
）
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

同
大
会
は
２
０
０
６
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
・

カ
デ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
の
選
考

会
を
兼
ね
て
お
り
、
飯
塚
さ
ん
は
４
月
に
韓

国
全
州
市
で
行
わ
れ
る
同
大
会
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

報
告
の
た
め
役
場
を
訪
れ
た
飯
塚
さ
ん
は
、

「
中
学
生
の
頃
か
ら
狙
っ
て
い
た
タ
イ
ト
ル
な

の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
世
界
選
手
権

で
は
予
選
を
通
過
し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
次
の
大

会
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
世
界
選
手
権
で
も
飯
塚
さ
ん
の
大
活

躍
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

沼
田
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
飯
塚
さ
ん

を
指
導
し
て
き
た
吉
澤
博
通
さ
ん
は
「
中
学

生
の
こ
ろ
か
ら
上
位
に
食
い
込
ん
で
い
ま
し

た
し
、
ス
ピ
ー
ド
も
あ
っ
た
の
で
期
待
し
て

い
ま
し
た
。
休
ま
ず
に
努
力
し
た
の
が
実
っ

た
の
で
し
ょ
う
」
と
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表
と
し
て
世
界
選
手
権
へ
出
場

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
お

も
し
ろ
科
学
教
室
が
２
月
11

日
、
村
公
民
館
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
は
科
学
の
楽
し
さ
を

子
供
た
ち
に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
お
う
と
県
内
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
１
回
昭
和
村
で
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
と
っ
て
も
び
っ
く

り
電
気
パ
ン
を
作
ろ
う
」で
す
。

子
供
た
ち
は
電
気
で
パ
ン
が

焼
け
る
仕
組
み
な
ど
を
勉
強
し

た
後
、
パ
ン
焼
き
を
開
始
。
パ

ン
が
焼
け
る
様
子
を
興
味
深
そ

う
に
観
察
し
、
焼
き
上
が
る
と

み
ん
な
で
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
科
学
教
室

を
実
施
　

産
業
青
年
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察

おいしく焼けたかな

世界選手権に向け気合十分
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新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

「
若
い
と
き
に
病
気
を
し

た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
健
康

に
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
」

と
敬
二
さ
ん
。幸
子
さ
ん
は
、

「
健
康
で
働
け
る
こ
と
が
一

番
の
幸
せ
で
す
。
健
康
に
は

ず
っ
と
気
を
つ
け
て
き
ま
し

た
ね
」
と
今
ま
で
の
生
活
を

振
り
返
り
ま
す
。

そ
ん
な
お
二
人
は
現
在
も

現
役
で
農
業
を
し
て
お
り
、

主
に
ア
ス
パ
ラ
の
苗
と
ウ
ド

を
栽
培
。「
毎
年
や
め
る
っ

て
言
っ
て
い
る
け
ど
、
張
り

合
い
が
悪
い
ん
で
や
め
ら
れ

な
い
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
息
子
の
隆
宏

さ
ん
夫
婦
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
お
り
、「
嫁
に
行
っ
た
長
女

や
次
女
も
良
く
帰
っ
て
く
る

の
で
賑
や
か
で
す
よ
」
と
幸

子
さ
ん
は
目
を
細
め
ま
す
。

敬
二
さ
ん
の
趣
味
は
盆

栽
。
60
歳
く
ら
い
か
ら
始
め

て
、
今
で
は
庭
に
数
十
点
の

盆
栽
が
並
ぶ
ほ
ど
。
村
の
盆

栽
愛
好
会
に
も
入
っ
て
、
毎

年
文
化
祭
に
作
品
を
出
展
し

て
い
ま
す
。
庭
木
の
手
入
れ

も
自
分
で
し
て
い
る
そ
う

で
、『
よ
く
気
の
付
く
助
手
』

の
幸
子
さ
ん
と
大
事
に
手
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
ケ
ン
カ
し
な
が
ら
で
す
が

仲
良
く
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
ど
お
り

仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

関　上　敬　二さん (74歳)
幸　子さん (73歳)

・宮貝戸

「
二
人
三
脚
で
健
康
に
気
を
付
け
て
き
ま
し
た
」 （昭和31年３月27日入籍）

いきいきサークル

昭和岳心会
代　表／加藤　勝弘

指導者／石井　泰秋　 岳心流の詩吟のグループ。現在50～60代の会員

15人で、毎週水曜日午後７時から、常木住民セン

ターで練習しています。皆さん練習熱心で、「練習

が休みになると、次の練習日が待ち遠しい」という

会員も。昭和村の芸能祭には毎年参加しており、県

の発表会にも参加するなど活発に活動しています。

詩吟の魅力については「漢詩や和歌、俳句などい

ろいろな勉強になります。詩の意味を理解している

と、聞く人にも伝わるんです」と指導者の石井さん。

興味のある方は、石井宅124－2033までご連絡

ください。

「詩の意味を理解していると、
聞く人にも伝わるんです」

42
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２
０
０
６
年
１
月
６
日
の
夜
、
ス
ノ
ボ
が
大
好
き
な
私
は
、
友

人
の
大
輔
、
と
も
、
大
地
と
一
緒
に
奥
利
根
ス
キ
ー
場
ナ
イ
タ
ー

に
行
っ
た
。

夜
８
時
頃
、
ス
キ
ー
場
に
着
い
た
。
ス
キ
ー
場
に
着
く
と
い
つ

も
ど
お
り
気
分
も
高
ま
り
、
リ
フ
ト
を
何
本
も
乗
り
、
滑
り
を
楽

し
ん
だ
。

そ
し
て
、
ラ
ス
ト
１
本
…

１
月
７
日
、
私
は
家
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
い
た
。
母
が
言
う
に
は
、

ス
ノ
ボ
で
転
ん
で
脳
震
盪
を
起
こ
し
た
ら
し
い
。
記
憶
が
な
い
。

ボ
ク
サ
ー
で
い
う
Ｋ
・
Ｏ
み
た
い
な
も
の
だ
。

２
０
０
６
年
、
災
難
で
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
医
者
か
ら
は
今

シ
ー
ズ
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
禁
止
命
令
。
自
分
の
不
注
意
で
そ
う
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
、
雪
を
見
る
と

ウ
ズ
ウ
ズ
す
る
。
も
う
こ
ん
な
思
い
は
し
た
く
な
い
の
で
、
２
０

０
６
年
の
目
標
を
「
健
康
」
に
決
め
た
。

そ
う
い
え
ば
…
今
年
は
厄
年
で
あ
る
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
保
坂
大
輔
さ
ん
（
23
歳
・
森
下
下
）
で
す
。

２
０
０
６
年
　
　

高 橋 郁 裕 さん

(入原上・23歳)

昭
和
村
の
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
先
日
行
き
ま
し

た
。
実
は
、
花
火
を
見
る
の
は

初
め
て
で
…
（「
寒
い
か
ら
花

火
を
見
る
の
は
い
や
だ
」
と
ず

っ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
）。

し
か
し
、
あ
ま
り
の
美
し
さ

に
、
寒
さ
も
忘
れ
る
く
ら
い
で

し
た
。
澄
ん
だ
空
気
の
中
に
色

鮮
や
か
な
光
の
共
演
。
見
に
行

っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来

年
も
行
き
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｔ
）

・
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
昭
和
村
の
良
い

と
こ
ろ
を
と
り
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

・
わ
た
し
も
き
も
の
が
き
た
い

な
。

美
し
い
花
火

来
年
も
見
に
行
き
ま
す
　

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。



第９回ＪＡ年金友の会短歌・

俳句大会表彰式が２月２日、前

橋市で行われ、本村の川端もと

さん（宿）と狩野亀男さん（池

原）が短歌の部・俳句の部でそ

れぞれ入選しました。どちらの

作品も数百点の応募の中から選

ばれた力作です。

入選作品を紹介します。

草踏みて友と通いしふる里の

道にぎやかに車行き交う

川端　もと

金婚の身に春光のあり余る

狩野　亀男
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輪投げの技を競う

短歌・俳句で川端さん、
狩野さんが入選

入選した狩野さん（左）と川端さん（右）

老人クラブ連合会による第４回輪投げ大

会が１月27日、村多目的屋内運動場で44

チームが参加して行われました。

競技は、１チーム５人がそれぞれ９回ず

つ輪を投げて、５人の合計点を競いました。

〈成績〉１位赤城原Ａ、２位森下Ａ、３位

貝野瀬下Ａ。

昭和の湯で
新曲発表会

村総合福祉センター昭和の湯

大広間で２月10日、美沢めぐみ

さんの新曲「野らの女（ひと）」

発表会が行われました。

この曲は「昭和の湯音頭」に

続き、宿の小野せつ子さんが作

詞したもの。

発表会の開始時間になると、

大広間は満員で、美沢さんは同

曲を含め８曲を熱唱し、来場者

たちを楽しませていました。

新曲を披露する美沢さん（左）と小野さん

楽しみながら競技

子供からお年寄りまでみんなでピンポン
第38回ピンポンフェスティバルが２月５日、

村社会体育館で開催されました。参加したの

は子供からお年寄りまで、各地区や職場、友

達同士でチームを組んだ63チーム、約500人。

ＡからＤまでの４クラスに分かれた選手た

ちは、珍プレー・好プレーの続出に大盛り上

がりでした。

〈成績〉Ａクラス…①スマッシュ、②生越Ａ、

③スピリタス96Ｃ。Ｂクラス…①教育委員会

Ａ、②卓友会Ｋ、③三ツ谷愛好会。Ｃクラス

…①常木Ｂ、②第一保育園かえる、③常木Ｃ、

静夫さん。Ｄクラス…①農業委員会Ｄ、②農

業委員会Ａ、③昭和村議会モリゾー、教育委

員会Ｂ。

スマーッシュ



昭和村に花火を上げる会（松井信明会長）主催に

よる『ウインターフェスティバル　ＩＮ　昭和2006』

が２月11日、村総合運動公園で行われました。

12年目となった今年、会場はおよそ3,000人の来

場者でにぎわいました。

「子どもたちに夢と思い出を」をテーマに、今年

もスノーモービルの試乗体験、宝探しゲームなど、

盛りだくさんの内容でした。

午後７時にはメーンとなる打ち上げ花火がスター

トし、色とりどりの花火が冬空を彩りました。

「子どもたちに夢と思い出を」

第30回子ども会卓球大会

が２月19日、村社会体育館

で行われました。

参加したのは、村内の子

ども会育成会で編成する37

チーム、およそ200人。

子供たちは練習の成果を

発揮し、白熱した試合を展

開していました。

〈成績〉①中野A、②鎌沢A、

③三組B、赤城高原B。

「オニはそと、福はうち」

元気よく「オニはそと」

ナイススマッシュ・レシーブを連発

ナイスレシーブ

大人気だったスノーチュービング

楽しかったビンゴゲーム 高校生のバンド演奏 宝さがしゲーム とん汁おいしいね
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子育て保育園で２月３日、節分の

豆まきが行われました。

園児たちは、保護者が扮した赤オ

ニに「オニはそと、福はうち」と元

気に豆を投げていました。



■受付時間 午後１時～２時30分

■対象者 ①子宮がん：昭和62年４月１日以

前に生まれた偶数年齢の人、②乳がん・甲状腺

がん：昭和４２年４月１日以前に生まれた偶数

年齢の人

■検診上の注意 ①平成17年度より対象が変

更になりました。②受診表裏面の注意事項を必

ずお読みください。③受診表は必ず記入し、受

付には本人が持参してください。④健康手帳を

持参してください。

■検診料 無料

■問い合わせ 保健福祉課

婦人科検診のお知らせ

村 保 健 セ ン タ ー

地域活性化センター

大河原住民センター

赤 城 原 区 民 館

地域活性化センター

村 保 健 セ ン タ ー

吹張、宿、中宿、中内出、常木、滝寺、

南内出、上内出

永井、入原、川額

中野、長者久保、大河原、追分

赤谷、赤城原、松ノ木平

田岸、大堀、滝久保、池原、生越

森下上組・中組・下宿、橡久保、入沢、鎌沢

他で受けられなかった人

４／４ (火)

４／６ (木)

４／11(火)

４／14(金)

４／17(月)

４／21(金)

４／25(火)

貝 野 瀬 農 業 構 造
改 善 セ ン タ ー

期　日 場　　所 対　象　地　区
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皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
下
水
施
設
（
農
集
排
、
戸
別

浄
化
槽
）
の
料
金
は
、
実
際
に
使

用
し
て
い
る
人
の
数
に
よ
り
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
基
本
料
金
は
世

帯
ご
と
に
一
律
）。
そ
の
た
め
、

村
に
住
民
登
録
が
し
て
あ
る
人

で
、
学
生
や
仕
事
の
た
め
村
を
離

れ
て
生
活
し
て
い
る
人
や
、
入
院

し
て
い
る
人
に
は
料
金
が
か
か
ら

な
く
す
る
「
減
免
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
申
請
し
な
い

と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
該
当

す
る
場
合
は
村
指
定
の
用
紙
に
よ

り
役
場
建
設
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

国
保
へ
入
っ
た
り
、
や
め
た
り

す
る
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

■
加
入
す
る
と
き

①
転
入
し
て

き
た
②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

や
め
た
③
子
供
が
生
ま
れ
た
④
生

活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

■
や
め
る
と
き

①
転
出
し
た
②

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
③
死
亡
し
た
④
生
活
保
護
を
受

け
始
め
た

■
そ
の
他

①
退
職
者
医
療
制
度

の
対
象
に
な
っ
た
②
世
帯
主
や
氏

名
が
変
わ
っ
た
③
同
じ
市
区
町
村

内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
④
出
稼
ぎ

や
長
期
の
旅
行
に
行
く
⑤
保
険
証

を
な
く
し
た
り
、
汚
れ
て
使
え
な

く
な
っ
た

届
け
出
に
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
し
ょ
う
わ
子
ど
も
教
室
』で
は
、

平
成
18
年
度
の
安
全
管
理
員
・
協

力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
日
時

東
小
・
南
小
教
室

…
毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
30
分
、
大
河
原
小
教
室
…
毎

週
木
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

30
分
、
週
末
体
験
教
室
…
土
・
日

曜
日
（
時
間
は
自
分
た
ち
で
設
定

で
き
ま
す
）

■
募
集
人
員

各
小
学
校
教
室
…
数
人
ず
つ

週
末
体
験
教
室
…
何
人
で
も

（
週
末
の
様
々
な
体
験
活
動
を
行

っ
て
く
だ
さ
る
協
力
団
体
大
歓
迎

で
す
！
）

■
応
募
期
限

４
月
20
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
応
募
は
、
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
（
入

澤
・
石
井
）
1
２
４
―
５
１
２

０
ま
で
。

土
地
・
家
屋
に
対
し
て
課
す
る

「
固
定
資
産
税
」
の
納
税
義
務
者

に
限
り
、
自
己
所
有
の
土
地
・
家

屋
と
ほ
か
の
資
産
の
評
価
額
を
縦

覧
帳
簿
に
よ
り
比
較
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

18
年
４
月
３
日

（
月
）
〜
５
月
31
日
（
水
）、
な
お

土
日
、
祝
祭
日
は
除
く

長
期
不
在
の
場
合
は

下
水
道
使
用
料
を
減
免

建
設
課
　
内
線
39

国
民
健
康
保
険
の

届
け
出
は
14
日
以
内
に

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

し
ょ
う
わ
子
ど
も
教
室

安
全
管
理
員
・
協
力
者
募
集

教
育
委
員
会
事
務
局
　
内
線
53

平
成
18
年
度
固
定
資
産

税
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

税
務
課
　
内
線
19
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■もんだい
ウインターフェスティバルで打ち上
げられた色とりどりの花火。とてもき
れいでしたね。毎年この時期が楽しみ
です。
では問題です。今年のウインターフ
ェスティバルの正式名称は『ウインタ
ーフェスティバルＩＮ○○2006』です。
○に入る文字を答えてください。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
３月31日(金)。s発表＝４月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u２月号のクイズの答えは、「101人」でし
た。応募総数は４通。当選者は次のとおりで
す(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

救
急
車
は
た
ち
ま
ち
噂
生
む
起
点

雪
に
埋
も
れ
し
山
村
の
昼
　
　
　
　

今
井
與
兵
衞

昼
寝
す
る
孫
の
傍
ら
で
手
足
伸
ば

し
猫
も
ね
て
居
り
家
族
の
一
員
　
　

和
南
城
き
の
江

目
覚
む
れ
ば
布
団
の
重
き
日
も
あ

り
て
わ
ず
か
な
が
ら
も
春
の
気
配

す
　
　
　
　
　
　
　
堀
沢
　
　
進

電
話
受
け
か
け
つ
け
し
病
院
に
病

む
甥
の
脈
博
弱
く
細
き
手
握
る
　
　

林
　
　
み
よ

身
心
の
滾
る
こ
と
な
く
一
と
終
ふ

外
は
音
な
く
氷
雨
降
る
宵
　
　
　
　

須
藤
　
澄
子

村
老
連
の
輪
投
げ
終
れ
ば
今
日
の

調
子
良
し
を
話
し
ぬ
夫
側
に
来
て
　

沢
浦
　
芳
枝

終
い
湯
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
風
呂

掃
除
も
何
時
し
か
吾
れ
の
役
目
と

な
せ
り
　
　
　
　
　
川
端
　
も
と

つ
づ
く
喪
に
指
を
折
り
つ
つ
寒
き

日
に
た
め
ら
ふ
如
く
服
を
脱
ぎ
た

り
　
　
　
　
　
　
　
堤
　
　
み
ゑ

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

静
寂
な
る
寝
屋
の
窓
辺
の
雪
明
り
　

杉
木
　
哲
二

若
水
で
白
装
束
の
滝
修
行
　
　
　
　

花
茂
　
喜
右

母
の
年
越
せ
り
と
書
き
て
初
日
記
　

林
　
　
町
子

残
月
を
よ
ぎ
り
て
寒
の
明
け
が
ら

す
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
保
男

地
の
酒
を
仏
陀
に
供
へ
春
迎
え
　
　

大
河
原
一
郎

若
水
や
暁
星
少
し
づ
つ
動
く
　
　
　

小
林
　
仁
作

一
切
を
尺
余
に
埋
め
て
雪
の
白
　
　

梅
沢
　
ま
つ

一
村
に
く
ま
な
く
日
ざ
し
年
明
け

る
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
亀
男

★兵　藤　杏　海 ( ３ 歳)
★小　林　くるみ (16 歳)
★中　嶋　彩　華　 ( ４ 歳)

橡久保北
鎌 沢
根 岸

応募規定

■
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
場
所

役
場
税
務
課

■
対
象
者

昭
和
村
の
固
定
資
産

税
（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税
者
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
納
税
者
の
同

居
の
親
族
で
納
税
者
か
ら
の
委
任

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
、
当
該

納
税
者
の
代
理
人
と
し
て
委
任
状

を
提
示
し
た
者
。

■
用
意
す
る
物

納
税
通
知
書
、

ま
た
は
課
税
明
細
な
ど
の
関
係
書

類
。
ま
た
は
、
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、
納
税
者
以
外

の
者
は
納
税
者
の
委
任
状
。

■
そ
の
他

自
己
の
資
産
の
評
価

額
等
の
確
認
は
、
閲
覧
と
し
て
こ

れ
ま
で
ど
お
り
行
え
ま
す
。な
お
、

借
地
借
家
人
は
借
り
て
い
る
資
産

の
評
価
額
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
若

年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料

を
後
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に

経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
が

付
き
ま
す
。

追
納
す
る
際
に
は
、
原
則
と
し

て
先
に
過
ぎ
た
月
か
ら
順
に
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
免
除
の
承
認
を
受
け
た

ま
ま
で
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
比
べ
て

３
分
の
１
（
半
額
免
除
の
場
合
で

は
３
分
の
２
）
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
を
受
け
た
ま
ま
で
追

納
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

期
間
に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

追
納
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
渋

川
社
会
保
険
事
務
所
1
０
２
７

９
―
２
２
―
１
６
１
１
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す

た
ぎ



平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
混
合

ワ
ク
チ
ン
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
予
防
接
種

手
帳
の
麻
し
ん
予
診
票
（
オ
レ
ン

ジ
色
）、
風
し
ん
予
診
票
（
ピ
ン

ク
色
）
が
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予

診
票
２
枚
（
う
す
茶
色
）
に
変
わ

り
ま
す
。

対
象
年
齢
の
お
子
さ
ん
が
い
る

家
庭
に
は
、
新
し
い
予
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
防
接
種
手

帳
の
予
診
票
を
差
し
替
え
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
新
し
い
予
診
票
が
届
か

な
い
場
合
に
は
、
役
場
保
健
福
祉

課
健
康
係（
1
２
４
―
５
１
１
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
年
齢

１
期
…
生
後
12
か

月
か
ら
24
か
月
。

※
制
度
改
正
で
、
接
種
で
き
る
期

間
が
短
く
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
か
一
方
に
か
か
っ
た
場

合
は
、
保
健
福
祉
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
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おまわりさんからのお知らせ

春の全国交通安全運動を実施
春の全国交通安全運動を４月６
日（木）から15日（土）までの
10日間実施します。
車両を運転するときは、安全運
転に努めましょう。
スローガン
「確かめて歩行者・自転車・横断
者」

○重点実施事項
１　子どもと高齢者の交通事故防
止

２　自転車の安全利用の推進
３　シートベルトとチャイルドシ
ートの正しい着用の徹底

４　交差点（付近）の交通事故防
止

日本の推理小説
ガーデニング　　

〃

３月18日(土)
４月１日(土)
15日(土)

期　　日 特　集

第１・３土曜日は
公民館図書室へ

■時間 午前10時～午後２時

■小学生向けの特集

３月　ちょっぴり大人

４月　ともだちいっぱい

■問い合わせ 村教育委員会

事務局1２４－５１２０

群
馬
県
で
は
、
山
火
事
予
防
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
山
火
事

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
大
切
な
森
林
資
源

を
守
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の

注
意
で
火
災
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
山
火
事

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場

所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

※
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
完
全
に
火

を
消
し
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

※
火
遊
び
は
さ
せ
な
い
。

開
設
以
来
３
万
２
千
人
を
超
え

る
利
用
者
が
あ
り
、
う
ち
２
千
人

以
上
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

若
者
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
企
業
へ
の
求
職
者
の
紹
介
・

情
報
提
供
も
行
い
ま
す
の
で
、
企

業
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
内
容

職
業
情
報
の
提
供
か
ら

適
性
診
断
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

職
業
紹
介
・
定
着
ま
で
を
継
続
・

一
貫
し
て
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象

職
を
探
し
な
が
ら
な
か

な
か
就
職
で
き
な
い
若
者
、
フ
リ

ー
タ
ー
な
ど
の
若
者

▼
費
用

無
料

▼
そ
の
他

県
若
者
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.w
akam

o
no
.jp

）

か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
で
相
談
が
で
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
所
在
地
・
問
い
合
わ
せ

県
若

者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
…
高
崎
市

旭
町
34
―
５
　
旭
町
ビ
ル
３
階

1
０
２
７
―
３
３
０
―
４
５
１

０
、
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

北
毛
サ
テ
ラ
イ
ト
…
沼
田
市
下
之

町
８
８
８
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
２１

５

階
1
２
０
―
１
１
５
５

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
群
馬
県
労
働
政
策
課

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

予
診
票
が
変
更
に
な
り
ま
す

◆
保
健
福
祉
課

山
火
事
予
防
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

◆
利
根
環
境
森
林
事
務
所

国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

◆
沼
田
税
務
署



日
〜
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

者
。
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の
。

１
　
大
卒
者
お
よ
び
平
成
19
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
者

２
　
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
と

同
じ
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
申
し
込
み

４
月
３
日
（
月
）

〜
14
日
（
金
）
消
印
有
効
（
土
、

日
曜
日
は
除
く
）

▼
試
験
日
・
種
目

第
１
次
試
験

６
月
11
日
（
日
）
・
教
養
お
よ
び

専
門
試
験

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
税
務
署
1

２
２
―
２
１
３
１

「
何
度
面
接
に
行
っ
て
も
断
ら

れ
て
し
ま
う
」、「
一
人
で
の
就
職

活
動
に
限
界
を
感
じ
る
」
な
ど
、

就
職
に
つ
い
て
悩
み
を
持
っ
て
い

る
中
高
年
の
方
の
就
職
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

▼
日
程
（
予
定
）

６
月
か
ら
最

長
４
か
月
（
出
席
す
る
の
は
15
日

間
程
度
）

▼
会
場

県
立
前
橋
産
業
技
術
専

門
校
（
前
橋
市
石
関
町
）、
県
立

高
崎
産
業
技
術
専
門
校
（
高
崎
市

山
名
町
）、
県
立
太
田
産
業
技
術

専
門
校
（
太
田
市
新
野
町
）

▼
内
容

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
就

職
に
役
立
つ
講
習
、
グ
ル
ー
プ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
（
求
職
活
動
の
反
省

会
・
作
戦
会
議
）、
個
別
の
事
情

に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
仕
事
探
し
（
求
人
開
拓
と

就
職
の
あ
っ
せ
ん
）
な
ど
、
最
長

４
か
月
の
集
中
的
な
就
職
活
動
支

援
。

▼
対
象

お
お
む
ね
35
歳
以
上
の

求
職
者

▼
定
員

各
会
場
12
人
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
面
接
選
考
の

上
抽
選
）

※
長
期
求
職
中
の
方
、
扶
養
家
族

の
あ
る
方
な
ど
支
援
の
必
要
性
が

高
い
方
を
優
先

▼
費
用

無
料

▼
申
込
期
間

４
月
17
日
（
月
）

〜
５
月
15
日
（
月
）

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所

役
場
企

画
課
、
県
民
局
各
行
政
事
務
所
、

各
産
業
技
術
専
門
校
、
県
庁
労
働

政
策
課

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
労
働
政

策
課
　
1
０
２
７
―
２
２
６
―
３

４
０
６

中
高
年
就
職
支
援
事
業

（
前
期
）
参
加
者
募
集

◆
群
馬
県
労
働
政
策
課

そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：４月７日（金）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：３
月31日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：４月７
日（金）、午後１時30分～（事前に
電話予約を）、◆会場：沼田保健
福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税10期、水道料

４期、下水道使用料６期は３月

31日（金）が納期です。完納に

ご協力ください。

今・月・の・納・期

こころの健康相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所
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□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
綿
貫
　
花
音

か
の
ん

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
２
月
７
日
生

２
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

・
村
松
　
ナ
オ
さ
ん

82
歳
２
月
７
日
没

長
者
久
保
・
佐
藤
　
富
雄
さ
ん

91
歳
２
月
８
日
没

入
原
下
・
　
橋
　
和
一
さ
ん

75
歳
２
月
11
日
没

中
内
出
・
加
藤
　
恵
美
さ
ん

42
歳
２
月
16
日
没

追
　
分
・
松
井
　
タ
マ
さ
ん

79
歳
２
月
17
日
没

藤
　
井
・
染
谷
　
勇
さ
ん

82
歳
２
月
21
日
没

上
内
出
・
荒
木
　
な
を
さ
ん

83
歳
２
月
24
日
没

わが村の人口

人　口　7,879人　(－８)
男　　3,879人　(－５)
女　　4,000人　(－３)

世帯数　2,192人　(＋８)
※（ ）内は前月比

３月１日現在（住基人口）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

敦
由
香
里
　

吹
　
張
・
鈴
木
　
吉
夫
さ
ん

61
歳
２
月
４
日
没

藤
　
井
・
竹
内
　
秀
子
さ
ん

69
歳
２
月
４
日
没

常
　
木
・
　
橋
千
之
佐
さ
ん

90
歳
２
月
６
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

松
ノ
木

平
第
二

赤
城
原

第
　
二

訂
正
と
お
詫
び

広
報
２
月
号
・
Ｐ
11
の
う
ぶ

ご
え
で
綿
貫
心
太
く
ん
と
あ
り

ま
し
た
が
、
綿
貫
心
大
く
ん
の

間
違
い
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。




